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1.はじめに 

我が国は島国であるため、過去に地震による津波により多くの被害をうけてきた。今後 30 年以内に東南

海・南海地震が高い確率で発生し、多くの被害者がでるとされている。津波による被害を最小限にするため、

国や各自治体では多くの対策が考えられている。対策としては、「ハード対策」と「ソフト対策」の二種類

に大別されている。防波堤などのるハード対策は災害時には役に立つが、東南海・南海地震による津波の対

象地域全域にハード対策を施すとなると莫大な費用が必要となる。さらに、環境への負荷も懸念される。そ

のため、ハザードマップの配布や避難情報の周知などのソフト対策が注目されている。このソフト対策の効

果を最大限に発揮するには、対策を計画する側、地域住民はもとより、海水浴場など海岸利用者のいずれも

の防災意識を把握する必要がある。ここに隔たりが生じると、本当に必要なことがわからなくなり、せっか

くのソフト対策もその効果が発揮されない。 

そこで本研究では、海水浴場利用者の防災意識を調査、分析し、今後の避難マニュアルなどソフト対策

を策定するうえでの資料となることを目的とする。 

 

2.研究の概要 

 海水浴場利用者の防災意識を知る方法としては、直接アンケート方式により利用者の意識を調査した。調

査地は、2009 年 7 月に国府白浜海水浴場(三重県)で調査を行った。なお、解析には、2006 年に白良浜海水

浴場(和歌山県)、2007 年に扇ヶ浜海水浴場(和歌山県)、2008 年御座白浜海水浴場(三重県)で同様のアンケー

ト調査が行われてきたものを用いて行った。そして過去 3 回の調査と異なり、今回の国府白浜海水浴場では、

調査当日に避難訓練が行われた。そのため、今年度は、海水浴場での避難訓練に関するアンケート項目を追

加し、調査した。 

 アンケート集計に関しては、まず単純集計結果で国府白浜の利用者の特徴を調べた。また、白良浜、扇ヶ

浜を和歌山県の海水浴場、御座白浜、国府白浜を三重県の海水浴場と大きく二つに分け、それぞれを比較し

た。さらに、「避難開始時間」と「海水浴場利用時の津波に対する意識」に影響を与える要因を数量化Ⅱ類

により分析した。 

 

3.結果および考察 

 1) 三重県、和歌山県の海水浴場利用者の大半が県外から訪れている

ことが明らかになった。(図-1 参照) 

2) 図示はしていないが、県内・県外を軸にしてクロス集計を行った

結果、「行政指定の避難場所」、「津波ハザードマップ」それぞれの周

知度に有意な差がみられた(Z 検定、5%有意)。県内の利用者の方が「知

っている」と回答した割合が高い結果となった。これより、県外からの

利用者は馴染みのない場所で災害が発生すると混乱する可能性があるた

め、避難経路などの情報を初めて利用する人などにもわかりやすく表示する必要がある。 

 3) 海水浴場での避難訓練参加後の防災意識は、図示はしていないが参加した人の大半が「意識が高まっ
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図-1 利用者属性(県内・県外) 
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た」と回答している。これより、避難訓練を行うということは非常に防災意識を高める上で重要な役割を果

たしているということを明らかにした。しかし、「意識が高まらなかった」と回答した利用者もいたため、

今回のアンケート項目では原因を見つけることはできないが、原因を見つけ避難訓練自体を改善すれば参加

者のさらなる防災意識の向上が期待できる。 

4) 図-2 および 3 は、数量化Ⅱ類による三重県の海水浴場での避難開始時間，津波意識に影響を与える要

因を示した結果である。これによると、「津波が来襲する可能性」の項目がもっとも影響を与える要因であ

ることがわかった。 

5)  海水浴場利用時に地震が発生し津波が来襲するということ、また、海水浴場利用時における津波の

危険度の２項目において、来襲する可能性は知っている、危険と感じていると回答した利用者は多かったが、

津波を意識して海水浴場を利用しているという利用者は少なかった。利用時の津波に対する意識を高めるこ

とも大事であるが、地震が発生し津波が来襲した状況を想定し、利用者それぞれがどのように災害時行動す

べきか考えておくことが災害時的確に避難するために必要である。  

6)  避難手段に「車」と回答した利用者が「徒歩」に次いで２番目に多かった。海水浴場までに使う主

な交通機関が「車」と回答した利用者が大部分を占めていたことが影響していると考えられる。災害時に避

難することは車で避難することは、交通事故、渋滞を引き起こす可能性があるため、適切な避難手段とはい

えない。避難手段を「車」から「徒歩」に切り替えることを促す対策が求められる。 
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図-2 避難開始時間に与える要因                      図-3 津波意識に与える要因 

4.まとめ 

ソフト対策を災害対策の中心とするうえで地域住民、海水浴場利用者の防災意識を把握することはソフ

ト対策を最大限有効に活かすために極めて重要である。今回の調査により海水浴場利用者の大半は地域住民

でないことがわかった。そのため、地域外の利用者にもわかりやすいような避難経路の案内などを避難訓練

や掲示板などで伝えることが急務である。また、利用者の属性にかかわらず、災害時に的確な避難行動がで

きるように各々が災害時の行動を想定しておくことが必要である。 
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